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海
外
日
誌
三
ナ
さ

文
部
省
在
外
瀦
究
重

出
本
　
一
清

九
三
二
塁
三
日
Q
月
）

　
朝
八
畔
二
十
二
分
、
ケ
ー
ド
ツ
セ
i
停
車
場
憂
．
ス
ペ
イ
ン
に
向
ふ
。
途
中
、
レ

ゾ
ー
プ
ソ
で
一
寸
乗
り
換
へ
、
十
礁
過
ぎ
オ
ル
レ
ア
ン
に
晶
齎
Q
ベ
デ
カ
ー
案
内
壼
月

な
糞
よ
り
に
、
ロ
フ
ヤ
ル
通
り
か
亮
づ
ジ
ヨ
ジ
五
世
鶴
ま
で
歩
い
て
、
市
街
の
酔
幌

機
な
見
、
そ
れ
か
ら
タ
プ
ー
ッ
街
の
ツ
ヤ
ン
ダ
ー
〃
の
家
や
、
マ
ル
ト
ロ
フ
廣
易

や
、
サ
ン
ド
エ
ー
ル
寺
，
カ
テ
ド
ラ
ル
等
を
見
物
。
つ
い
で
江
易
の
一
亭
で
書
食

し
糞
一
i
流
石
に
此
の
ま
ち
ば
到
ろ
所
ヲ
ヤ
ヌ
ダ
ー
ク
だ
ら
け
」
ビ
言
ひ
糞
い

程
の
ま
ち
で
あ
ろ
。
街
路
が
狭
く
ぞ
、
、
大
市
街
か
ら
來
力
者
に
ば
窮
屈
ら
し
く
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

じ
る
が
、
し
か
し
、
卑
得
富
む
フ
ラ
ン
ス
の
田
舎
聖
・
し
て
に
ま
つ
標
本
的
の

も
の
だ
ろ
、
フ
。
入
も
妊
い
一
1
十
三
蒔
雫
、
登
。
二
十
一
三
島
ル
ド
ー
着
Q
朧
前

の
永
デ
ル
．
レ
ツ
ナ
に
入
る
。

湘
月
二
十
三
日
（
火
）

　
朝
十
時
、
小
爾
の
ふ
る
中
准
、
タ
グ
シ
な
雇
ふ
て
市
の
郊
外
フ
ロ
ン
レ
ー
の
天
ρ

文
毫
な
訪
ふ
Q
恵
亀
長
ぱ
不
一
仕
、
　
　
　
　
　
　
　
　
虻
剛
氏
に
迎
へ
ら
れ
、
蔓
一
内
外
召

た
見
ぜ
ら
れ
れ
。
呪
い
子
午
環
や
、
＋
三
吋
批
判
三
二
鏡
や
、
士
ハ
巨
眼
覗
赤
道

儀
な
ご
が
主
な
も
の
で
あ
っ
糞
が
、
観
測
者
も
少
な
く
　
経
費
も
不
尽
勝
ち
で
、

璽
、
な
く
舵
ん
で
見
え
れ
一
－
之
れ
が
、
自
分
定
し
て
に
ヨ
ー
・
ツ
パ
で
最
初
接

見
二
天
丈
墓
で
あ
る
。
午
後
ば
市
内
見
物
。
電
車
で
拝
グ
ト
ワ
ル
廣
揚
ま
で
、
そ

れ
か
ら
又
ヴ
ン
・
プ
ン
ド
ソ
の
ヵ
テ
ド
ラ
ッ
、
市
聴
、
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
ス
通
．
ト

シ
ネ
ー
通
、
ガ
ン
ベ
タ
の
像
、
公
薦
、
カ
ζ
ン
ス
廣
揚
、
グ
ラ
ン
ド
劇
場
な
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち

た
見
、
夕
方
宿
に
鯖
ろ
。
可
な
り
整
つ
☆
市
で
、
庇
の
瀞
ル
ド
ヨ
に
、
妹
に
美
乙

い
公
園
の
静
か
な
氣
分
が
好
か
っ
カ
。
但
し
、
雨
の
水
で
ガ
ロ
ン
ヌ
河
ば
濁
っ
て

み
る
。

九
月
二
十
轡
日
宏
）

　
朝
七
時
孕
瀞
ル
ド
ー
嚢
。
断
乳
の
日
が
導
ろ
の
で
、
此
れ
以
上
の
鵠
中
下
車
存

鰍馴

O
し
、
マ
ド
ソ
ド
へ
魯
一
行
す
ろ
こ
ビ
』
す
ろ
O
．
窓
糺
刀
、
午
前
…
中
に
雨
Q

　
午
後
二
時
、
ス
ペ
イ
ン
國
境
に
入
り
、
イ
ル
ン
羅
で
税
關
の
検
査
。
そ
れ
か
ら

匡
「
等
攻
に
乗
る
Q
東
中
、
パ
リ
ー
か
ら
の
カ
ル
テ
識
一
氏
夫
爽
定
知
り
含
ひ
、

い
ろ
く
樗
ド
リ
ド
の
豫
借
…
知
識
た
血
ハ
へ
ら
れ
六
Q
嵌
μ
外
の
，
京
色
ぱ
、
サ
ン
・
セ
バ

ス
テ
ア
ン
ま
で
海
が
見
え
六
け
れ
ご
、
其
の
後
ほ
ビ
レ
ニ
ー
玉
上
た
越
え
ろ
の
で

深
い
山
や
谷
の
景
色
の
み
で
あ
っ
距
が
、
自
分
等
に
は
有
れ
が
亦
b
久
し
ぶ
り
に

見
る
日
本
の
山
の
景
の
や
う
に
も
室
長
れ
て
、
眼
を
喜
ば
し
カ
。
－
i
ア
ツ
ザ
ス

フ
羅
で
日
面
自
い
羅
一
日
、
ミ
ラ
ン
ダ
騨
で
に
カ
フ
エ
。
プ
〃
ゴ
ス
か
ら
ば
何
も

知
ら
す
に
車
中
に
ね
誇
る
。

九
月
二
†
麗
日
（
木
）

　
早
朝
七
聴
、
汽
車
匡
マ
．
ド
リ
ド
北
停
車
場
着
Q
す
ぐ
馬
車
で
ホ
テ
ル
・
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ノ
に
覧
ろ
。
取
q
敢
へ
す
、
ホ
テ
シ
・
パ
ラ
ス
に
先
着
の
田
中
館
松
山
大
谷

三
上
々
訪
ひ
、
會
議
に
つ
い
て
種
々
の
打
ち
合
ば
ぜ
ー
ー
午
前
申
、
自
分
ば
主
に

略
書
館
博
士
ビ
兵
に
木
村
博
士
の
緯
度
攣
化
に
關
ず
る
論
文
を
よ
み
、
団
飯
な
い

雲
占
い
ザ
、
宿
へ
爵
湿
ろ
O

　
夕
方
、
ま
－
鳶
、
永
テ
レ
・
パ
ラ
ス
で
愈
議
の
准
備
ろ
穿
養
b

九
月
二
や
｛
ハ
日
（
余
一
）

　
朝
野
隠
、
衆
議
院
に
於
い
て
、
國
際
地
球
學
同
盟
の
測
地
學
廷
臣
が
開
か
れ
ろ
Q

出
席
者
約
一
二
名
、
十
　
ケ
國
が
代
表
さ
れ
て
み
ろ
。
口
本
か
ら
ば
田
中
館
、
大

谷
、
松
山
、
山
本
の
四
人
が
代
員
ぜ
な
る
～
一
先
づ
部
朝
野
ポ
ヰ
ー
巽
の
開
會
謙
。

接
待
総
代
守
」
し
て
ス
ペ
イ
ン
の
地
理
局
長
〃
ビ
ヨ
氏
の
歓
迎
講
あ
り
、
次
い
で

代
員
の
黙
呼
、
難
事
ペ
リ
ェ
ー
大
佐
の
諸
報
告
な
ご
、
耽
れ
で
午
前
中
は
費
え
た
。

　
午
後
に
四
蒔
か
ら
開
會
、
代
衷
各
國
の
國
別
報
告
が
始
め
ら
れ
、
今
日
ば
濠
洲

か
ら
ス
ペ
イ
ン
ま
で
の
報
告
が
す
ん
だ
Q
次
で
、
當
置
目
員
二
名
存
定
め
て
閉
會
。

ー
ー
會
議
の
索
め
に
、
議
院
の
設
備
全
部
が
開
放
ぜ
ら
れ
、
ス
ペ
イ
ン
官
民
一
同

の
厚
意
が
到
ろ
所
に
表
ば
れ
て
、
既
に
今
口
二
尊
の
第
皿
口
か
ら
、
吾
々
匡
非
常

な
喜
こ
び
ぜ
瀟
…
足
定
か
．
感
じ
蓉
。

　
夕
方
、
ソ
ル
の
廣
場
た
散
歩
。

義
昼
羊
士
日
（
土
）

　
開
會
十
時
牛
、
午
前
中
巨
佛
英
俳
の
目
塞
、
午
後
に
日
本
か
ら
ホ
声
杢
ガ
ツ
ま

ご
七
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ヘ
　
ヘ
　
へ

で
の
報
告
が
あ
っ
糞
。
國
に
よ
っ
て
可
な
り
だ
ら
し
の
な
い
報
告
も
あ
っ
て
、
飽

き
る
こ
ミ
も
稀
で
な
い
け
れ
ご
、
配
布
さ
れ
る
報
皆
書
類
に
に
仲
記
念
の
入
つ
索

も
の
が
あ
り
、
土
産
ビ
し
て
も
立
派
な
へ
の
だ
ミ
思
に
れ
象
Q
會
議
ば
殆
ん
ご
全

部
フ
ラ
ン
ス
語
が
用
ゐ
ら
れ
ろ
Q
英
語
た
用
み
る
者
に
日
英
来
ぐ
ら
み
な
も
の
一

i
之
れ
に
少
々
意
外
で
あ
っ
実
Q

　
夜
、
宿
の
ホ
テ
ッ
に
水
漏
れ
騒
ぎ
が
あ
り
、
修
繕
中
、
サ
ロ
ン
で
維
誌
な
ご
よ

む
〇
九
月
二
十
八
日
（
日
）

　
日
曜
の
特
別
接
待
ぜ
あ
っ
て
、
今
日
ば
代
表
負
及
び
家
族
｝
同
自
働
車
に
の
ぜ

ら
れ
、
市
の
内
外
な
見
物
し
表
。
自
分
等
日
本
人
五
人
に
特
に
一
軸
准
與
へ
ら
れ

第
一
隊
に
加
重
っ
て
、
先
づ
王
宮
か
ら
バ
ツ
ド
宮
殿
に
ま
に
つ
て
多
く
の
立
派
な

タ
ビ
た
見
、
お
蛍
旦
に
げ
n
ク
ェ
ス
タ
．
デ
。
ラ
ス
●
ベ
ル
デ
イ
ス
の
レ
ス
ト
ー
ラ
ン
ト

「
力
屯
ー
ラ
」
で
純
ス
ペ
イ
ン
式
の
招
待
な
受
け
、
午
後
匡
マ
ド
リ
ド
市
の
内
外
q
た

ド
ラ
イ
ヴ
し
、
目
下
建
築
中
の
地
球
學
研
究
所
た
見
、
三
時
牛
、
お
待
ち
兼
ね
の

圃
牛
揚
に
着
Q
ま
も
な
く
始
ま
つ
六
此
の
特
有
の
國
戯
た
見
糞
。
闘
牛
に
前
後
六

番
、
熱
毒
す
る
満
揚
の
男
女
定
訳
に
、
可
な
り
面
白
い
も
の
だ
ぜ
思
つ
六
〇
多
く

の
人
々
に
、
牛
の
み
な
ら
す
、
憐
れ
な
犠
牲
亡
な
っ
て
彫
れ
ろ
馬
に
同
情
し
て
、

「
残
忍
な
遊
戯
だ
》
罵
つ
療
が
、
自
分
に
「
欧
洲
人
の
氣
贈
号
し
て
，
之
れ
．
く
ら

み
の
事
ほ
や
り
か
れ
な
い
筈
一
ビ
思
っ
て
ゐ
六
か
ら
、
其
の
鮎
匡
醗
り
に
感
じ
な

か
つ
穴
。
そ
れ
よ
り
も
、
曲
の
闘
牛
戯
そ
の
も
の
が
今
少
し
藝
術
的
な
も
の
ぜ
豫

憂
し
て
る
カ
の
に
、
實
ば
全
く
殺
風
景
な
も
の
で
あ
っ
栄
こ
亡
に
失
望
し
大
O
し

か
し
、
何
マ
碁
肖
っ
て
も
、
始
め
て
三
皇
此
の
影
戯
の
印
象
そ
の
も
の
に
強
い
も
の

で
あ
っ
カ
ー
ー
何
や
か
や
マ
㌧
議
論
な
ご
し
な
が
ら
、
入
時
頃
，
宿
に
剃
る
。

　
夜
、
ソ
ル
廣
揚
た
散
歩
し
て
、
當
地
に
滞
在
中
の
花
見
中
山
爾
氏
に
會
ひ
、
案

内
さ
れ
て
ア
ル
フ
ナ
ン
ゾ
座
に
ス
ペ
イ
ン
踊
り
た
見
に
行
つ
象
ー
ー
之
れ
も
確
か

に
土
産
の
一
つ
で
あ
ろ
。

九
月
㎜
㎜
十
九
日
（
月
）

　
朝
の
會
に
匡
セ
ル
弄
ア
か
ら
チ
エ
ク
ま
で
五
ケ
國
代
員
の
報
告
亡
、
實
務
委
員

の
撰
定
あ
り
、
午
後
の
に
に
ギ
リ
シ
ャ
、
メ
キ
シ
コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
報
告
に
つ

い
て
、
部
長
や
幹
事
の
融
解
あ
り
、
皆
留
任
。

二
八

　
白
分
に
今
日
経
度
委
員
會
の
委
員
に
足
げ
ら
れ
象
。

　
御
零
の
休
み
に
大
谷
氏
及
び
英
子
ぜ
共
に
散
歩
し
て
、
ア
四
カ
ラ
街
に
巳
本
公

使
館
准
訪
び
、
公
使
慶
澤
伯
欝
に
衝
謁
し
、
後
ソ
テ
イ
ロ
公
園
准
憩
い
六
一
↓

ド
リ
．
ド
申
に
乏
の
る
大
建
牌
染
物
の
美
的
な
ご
定
”
　
。
ハ
リ
ミ
粗
骨
も
三
全
H
な
遜
け
う
も
の

が
多
い
。
之
れ
ば
豫
想
外
で
あ
っ
象
。

九
月
三
†
B
（
火
）

　
國
劉
報
告
が
昨
日
た
以
っ
て
終
り
、
今
日
匡
測
地
學
部
内
の
各
委
員
會
の
報
告

に
移
ろ
。
今
日
午
前
中
に
測
地
一
般
及
び
三
角
測
量
委
員
會
、
午
後
ば
地
形
、
経

度
、
重
力
偏
差
の
各
氏
貝
層
告
あ
り
。
最
後
に
、
田
中
館
博
士
の
提
議
に
よ
り
、

一
百
萬
分
目
一
．
の
國
際
地
厨
速
成
の
決
議
案
通
過
す
。

　
夜
九
晧
、
吾
々
五
人
ば
日
本
公
使
館
に
招
か
れ
㍉
廣
澤
公
使
よ
り
晩
餐
た
頂
く
Q

十
月
一
臼
（
水
）

　
十
一
時
か
ら
衆
議
院
の
本
議
場
に
於
い
て
、
い
よ
一
、
國
際
地
球
學
同
盟
の

第
二
圖
緯
會
開
會
式
が
あ
り
Q
國
王
臨
御
～
て
司
式
ゼ
ら
れ
、
ス
ペ
イ
ン
側
の
委

員
長
ク
ビ
ョ
老
の
撒
迎
講
、
同
盟
総
長
ラ
〃
マ
ン
氏
の
答
僻
あ
り
。
肚
重
た
極
め

六
も
の
で
あ
っ
カ
。
測
地
學
部
以
外
の
各
部
（
地
震
、
氣
象
、
海
洋
、
地
磁
氣
、

火
山
、
）
も
亦
今
日
か
ら
部
厚
た
開
く
の
で
、
代
員
の
数
ぼ
俄
か
に
倍
加
し
、
一

段
の
賑
や
か
さ
な
書
す
。

　
午
後
六
只
働
か
ら
に
、
叉
、
市
聴
で
大
巧
へ
な
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
糞
。
代

員
も
家
族
も
招
か
れ
、
ま
こ
オ
に
晴
れ
や
か
な
社
交
會
で
あ
っ
旗
。

　
地
球
學
に
天
丈
學
ビ
線
の
深
い
も
の
で
あ
ろ
か
ら
、
雌
の
度
の
會
合
に
も
、
各

氏
か
ら
可
な
り
有
名
な
天
丈
家
が
代
員
亡
し
て
出
席
し
て
み
る
こ
書
に
、
自
分
に

取
っ
て
　
辛
ひ
で
あ
ろ
G
…
測
地
蔀
會
の
由
「
に
虹
髄
に
佛
の
ビ
グ
ー
ル
ダ
ン
、
ラ
ル
マ
ン

チ
ェ
コ
・
ス
ロ
ゾ
〃
の
べ
ネ
ズ
、
ヌ
ス
ル
、
英
の
ヒ
ン
ク
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
の
エ
ヂ
ニ

テ
ス
、
和
蘭
の
ナ
イ
ラ
ン
ド
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
バ
ナ
キ
エ
ヰ
ソ
、
ク
ラ
ゾ
フ
ス
キ
。

瑞
西
の
ゴ
ー
チ
エ
ー
、
二
ー
タ
ム
マ
ー
諸
氏
が
居
る
し
、
今
日
に
又
、
英
の
タ
ー

ナ
ー
教
授
た
見
力
。

や
月
魑
陶
日
（
木
）

　
朝
九
時
よ
り
経
度
委
員
會
、
＋
時
よ
り
は
大
議
場
で
同
盟
総
會
。
ク
ビ
ヨ
、
ラ

ル
マ
ン
爾
…
氏
の
演
説
の
後
、
総
幹
事
ラ
イ
ナ
ン
践
の
報
皆
、
常
餐
委
員
の
撰
定
、
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其
他
、
決
議
提
案
等
多
く
、
午
後
一
畦
に
漸
く
終
つ
れ
ー
ー
終
る
前
，
今
後
の
開

議
の
時
間
割
に
つ
い
て
、
各
部
間
に
可
な
り
激
し
い
討
論
が
あ
っ
糞
。
か
う
し
穴

世
界
的
の
學
者
糞
ち
定
錐
も
、
議
事
亡
い
つ
歪
や
う
な
、
専
問
研
究
以
外
の
こ
書

に
か
け
て
に
素
人
で
あ
る
コ
イ
。

　
午
後
四
時
か
ら
に
測
地
部
會
の
つ
穿
き
、
水
準
測
量
（
ラ
ル
マ
ン
氏
）
重
力
（
ソ

ソ
ツ
、
マ
イ
ネ
ツ
爾
氏
）
イ
ソ
ス
タ
シ
ー
（
瀞
ヰ
ー
氏
）
の
各
委
員
會
の
報
皆
准
碁

い
六
〇

　
夕
方
六
時
よ
り
、
英
子
ぜ
北
ハ
に
招
か
れ
■
て
、
エ
ス
下
ソ
メ
ラ
氏
夫
妻
の
宿
に
、
行

寺
、
テ
イ
を
頂
く
。
英
子
に
エ
氏
妻
君
に
弊
館
服
た
着
ぜ
盛
り
し
糞
。
此
の
席
に

ク
ビ
ヨ
老
人
及
び
ロ
ー
デ
師
（
ト
ー
ト
ザ
天
文
増
長
）
も
見
え
糞
ー
ー
ス
ペ
イ
ン
の

家
庭
生
活
ば
頗
ろ
特
色
が
あ
っ
て
面
白
い
O
こ
れ
た
見
て
も
、
因
襲
ぜ
享
樂
ぜ
で

出
目
て
る
る
Q
（
そ
の
善
悪
の
判
籔
に
別
毒
し
て
）
）

十
月
三
皇
（
金
）

　
今
日
に
蓮
足
日
、
代
員
一
同
、
家
族
同
俘
で
、
朝
入
時
ア
ト
チ
ヤ
停
軍
場
護
の

特
別
列
宙
↑
に
乖
バ
リ
、
ト
レ
ド
に
行
一
く
ー
ー
ト
ソ
ド
に
ス
ペ
ノ
・
ン
の
蕉
［
都
㎜
で
、
此
の

國
御
自
慢
の
名
所
で
あ
る
。
自
分
等
日
本
人
に
皆
C
團
に
加
語
り
．
、
十
一
時
ト
レ

ド
停
車
場
．
に
博
い
六
扇
、
自
働
車
で
、
ア
ル
カ
ン
タ
ラ
門
か
ら
城
壁
た
北
に
め
ぐ

り
、
先
づ
雪
ま
ち
の
市
役
所
内
の
地
震
観
測
所
た
見
、
そ
れ
か
ら
サ
ン
「
／
ア
ン
・

デ
．
ロ
ス
・
ン
イ
、
マ
リ
ア
・
プ
ラ
ン
カ
、
エ
ル
ミ
タ
・
ト
ラ
ン
シ
ト
、
サ
ン
ト
。
ト
ー

メ
な
ご
の
古
い
正
々
二
見
、
ホ
テ
ル
・
カ
ス
テ
ル
で
は
大
午
餐
會
に
立
派
な
饗
慮
た

受
け
れ
。
午
後
に
叉
カ
テ
ド
ラ
ル
の
内
外
電
、
ア
ル
カ
ザ
ー
ル
博
物
館
ぜ
な
見
、

六
暗
に
な
っ
て
、
停
車
場
か
ら
叉
特
別
列
車
で
マ
ド
リ
ド
に
餓
る
ー
ー
中
世
以
來

の
歴
史
に
よ
っ
て
作
ら
れ
六
ト
レ
ド
の
町
の
総
て
に
自
分
に
雰
常
な
喜
び
鷲
驚
き

ε
為
與
へ
表
。
落
髪
の
ス
ペ
イ
ン
國
の
蓮
命
に
自
分
の
知
る
所
で
な
い
。
し
か
し

丈
藝
復
興
期
前
後
か
ら
近
世
に
謡
う
ま
で
、
ス
ペ
イ
ン
國
民
が
貢
献
し
れ
丈
化
的

方
面
に
偉
大
な
る
も
の
で
あ
っ
糞
ー
ー
其
の
跡
潜
、
自
分
に
今
ト
ソ
ド
へ
來
て
、

眼
の
前
に
見
ろ
こ
亡
が
出
向
糞
こ
定
々
喜
ぶ
一
1
日
分
に
取
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
匡

今
日
ま
で
全
く
の
謎
で
あ
っ
六
の
だ
が
。

十
月
四
日
（
土
）

　
朝
の
測
地
部
會
に
、
九
砕
か
ら
経
凌
委
員
會
、
十
踏
牛
か
ら
歌
意
濫
読
で
、
イ

ソ
ス
タ
シ
ー
（
瀞
ヰ
ー
氏
》
」
地
形
學
（
　
　
　
　
　
　
氏
）
の
報
告
が
あ
っ
れ
り

午
後
匡
三
時
か
ら
、
代
員
及
び
家
族
一
同
プ
ラ
ー
ド
博
物
館
か
謬
組
し
、
其
の

後
、
王
立
タ
ビ
ー
工
場
為
案
内
さ
れ
れ
。

　
夜
に
十
時
か
ら
宮
中
に
於
い
て
、
國
王
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
あ
り
Q
代
員
及
び
家

族
一
同
盛
装
し
て
行
く
。
吾
々
日
本
人
團
に
先
づ
帝
國
公
痩
館
に
集
ま
り
、
廣
澤

伯
の
案
内
で
宮
殿
に
日
参
潔
し
六
。
十
一
時
に
な
る
ビ
、
い
よ
く
、
王
ぜ
王
妃
亡

皇
太
子
亡
太
后
定
が
肝
御
さ
れ
、
順
に
各
國
か
ら
の
吾
々
に
握
手
た
賜
び
、
術
、

一
言
づ
・
御
談
話
た
賜
ば
つ
糞
Q
口
本
人
亡
し
て
は
田
中
館
博
士
が
紹
介
の
勢
な

取
ら
れ
カ
が
、
英
子
の
日
本
服
が
御
眼
に
ぜ
ま
り
、
王
も
王
妃
も
皇
太
子
も
皆
そ

れ
為
御
誉
め
に
な
つ
カ
の
ば
自
分
等
の
光
榮
で
あ
っ
糞
1
1
陛
下
及
び
殿
下
の
御

一
巡
の
後
、
テ
イ
の
御
饗
し
々
載
き
、
夜
牛
一
時
頃
雲
霞
一
て
宿
に
餅
ろ
Q

　
議
院
休
憩
室
の
諸
新
聞
紙
に
、
皆
セ
ネ
ブ
の
國
際
聯
盟
総
會
に
於
い
て
目
下
討

議
中
の
平
和
議
定
書
に
關
す
る
日
本
代
表
の
生
張
せ
奮
騨
ε
、
其
の
成
功
た
報
じ

て
み
る
。

十
月
葺
日
（
日
）

　
今
日
ほ
　
同
ま
穴
北
停
車
揚
か
ら
言
忌
五
十
分
嚢
の
汽
車
に
乗
ぜ
ら
れ
て
エ
ス

コ
リ
ァ
ル
の
名
所
た
訪
問
Q
即
ち
大
曾
院
の
内
外
た
、
學
院
、
博
物
館
、
宮
殿
、
王

墓
、
祉
殿
、
書
庫
の
順
に
見
湘
ホ
テ
ル
・
ソ
イ
ナ
・
邦
〃
ト
可
ア
で
書
餐
、
其
の
後

に
カ
シ
タ
・
デ
・
ア
バ
ヨ
で
精
細
な
象
牙
の
浮
彫
な
ご
を
見
、
午
後
八
蒔
マ
ド
リ
ド

へ
酔
蹄
曲
泪
i
今
・
乾
死
の
見
物
・
も
餌
ハ
味
噌
μ
深
か
つ
穴
0
ト
レ
ド
々
山
尽
都
「
ミ
す
れ
げ
h
、
エ

ス
コ
．
U
ア
ル
に
奈
良
か
、
叡
山
か
〇

十
月
六
日
（
月
）

　
朝
十
時
牛
か
ら
測
地
厚
手
會
∪
先
づ
田
中
館
博
士
の
緯
度
愛
化
に
關
す
る
報
告

あ
り
、
次
い
で
ペ
リ
鼠
毛
大
佐
に
佛
國
の
三
角
測
量
事
業
た
報
告
す
。
そ
れ
か
ら

懸
案
の
地
球
帯
磁
問
題
に
關
す
る
討
議
に
移
り
、
英
来
の
問
に
激
し
い
論
戦
あ
り
。

佛
の
ペ
リ
ェ
ー
、
瑞
典
の
ロ
ー
ゼ
ン
、
葡
の
ロ
ー
が
、
瑞
西
の
ゴ
ー
チ
ェ
ー
諸
氏

が
曇
れ
た
評
論
し
糞
が
、
決
定
に
至
ら
す
。
明
日
ま
索
績
行
ピ
な
る
。

　
午
後
ほ
一
同
招
か
れ
て
マ
ド
リ
ド
市
内
に
あ
ろ
虚
礼
豪
及
び
天
文
壷
為
蓼
魏
し

糞
。
（
自
分
に
天
茎
量
の
み
Q
）
見
糞
ぜ
こ
ろ
、
天
文
豪
に
多
く
莫
國
グ
ラ
ブ
製
の
鍵

械
で
、
分
光
太
陽
爲
盛
儀
や
、
十
四
吋
赤
道
儀
や
、
六
吋
天
盤
雨
滴
儀
や
、
四
吋

二
九
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子
午
環
な
ご
、
可
な
り
有
力
な
も
の
准
持
っ
て
る
六
。
場
所
も
好
い
ー
ー
六
時
か

ら
ば
地
理
局
で
テ
イ
の
會
。

　
夜
ば
＋
時
か
ら
、
叉
、
招
か
れ
て
一
同
王
立
劇
揚
に
行
き
、
素
晴
し
い
ナ
ー
ケ

ス
ト
ラ
准
聴
く
。
自
分
等
爾
人
は
第
二
階
の
一
室
に
三
二
の
と
ン
〃
ス
氏
夫
妻
ミ

同
席
し
瘡
。

÷
月
奮
日
（
火
）

　
朝
十
畦
か
ら
測
地
學
都
の
會
。
先
づ
ゴ
ー
チ
エ
ー
氏
が
緯
度
委
員
會
の
報
告
た

し
、
そ
れ
に
除
し
て
田
彦
館
氏
の
謝
辮
が
あ
っ
れ
。
そ
れ
．
か
ら
叉
、
昨
日
の
．
旧
き

で
、
地
球
形
朕
に
關
す
る
討
論
准
行
ば
れ
れ
。
結
局
、
十
九
封
十
七
の
多
薮
で
来

國
側
の
生
張
が
勝
ち
、
今
後
、
地
球
の
大
き
さ
及
び
影
歌
に
つ
い
て
艮
一
九
一
〇

年
の
ヘ
イ
フ
オ
ド
氏
の
数
値
を
深
引
す
ろ
こ
ε
に
決
定
し
れ
。
思
ふ
に
、
英
國
側

（
｝
八
入
○
年
の
ダ
ラ
ー
〃
氏
の
数
億
）
の
主
張
に
に
、
少
々
無
理
も
あ
り
、
矛
盾

も
あ
り
、
叉
、
我
が
儘
も
あ
っ
て
、
多
く
の
同
情
た
惹
き
か
ね
れ
。

　
其
の
後
、
國
蔦
蔓
献
、
地
形
、
経
度
、
三
角
測
量
、
計
算
表
、
地
殻
潮
汐
、
不

貸
金
等
の
諸
委
員
會
の
報
告
が
あ
っ
カ
。

　
午
後
に
に
測
地
、
地
震
、
火
山
三
部
の
聯
合
會
で
、
瀞
ヰ
ー
、
．
松
山
嗣
氏
の
報

告
が
あ
っ
六
Q

　
夜
九
時
か
ら
、
ス
ペ
イ
ン
側
の
委
員
六
ち
の
招
待
で
、
リ
ソ
・
ホ
テ
ル
に
大
晩
盤

會
及
び
音
樂
會
が
あ
っ
六
。
自
分
匡
メ
ラ
ン
ダ
ー
、
ケ
ー
ヴ
和
氏
の
間
に
席
な
興

へ
ら
れ
六
が
、
英
子
に
、
ヅ
ソ
定
上
席
で
、
タ
ー
ナ
ー
、
ボ
ヰ
二
面
教
授
の
間
に

坐
し
て
居
六
一
照
応
會
に
な
導
」
、
ご
つ
し
て
も
男
に
女
に
及
ば
な
い
。

　
夜
「
時
指
口
宿
。

÷
鷲
A
臼
（
水
）

今
日
が
會
議
の
最
終
日
。
朝
九
時
か
ら
測
地
學
部
匡
獲
務
か
片
付
け
、
＋
時
か

ら
に
大
議
場
で
同
盟
総
會
が
開
か
れ
☆
。
先
づ
測
地
、
地
震
、
火
山
、
海
洋
逃
亡
、
地

磁
填
各
部
の
報
告
や
決
議
等
が
あ
、
り
、
そ
れ
か
ら
、
次
の
総
會
な
チ
エ
ゴ
國
の
プ

ラ
ー
グ
市
で
開
く
こ
ご
も
決
ぜ
ら
れ
雲
。
最
後
に
脆
め
し
い
式
准
以
っ
て
閉
會
。

　
午
後
ほ
先
づ
宿
で
荷
作
り
℃
・
次
で
、
開
山
…
舘
…
宣
，
パ
ラ
ス
。
ホ
テ
〃
マ
」
た
訪
ね
て
、

暇
乞
ひ
。
夕
方
に
ば
大
老
の
招
含
に
鷹
じ
て
テ
ィ
た
頂
く
。

乎
月
射
目
（
木
）

　
會
議
も
濟
ん
だ
の
で
、
冷
日
に
朝
九
時
牛
ア
下
チ
ャ
停
軍
議
獲
の
汽
車
で
鵠
獲
、

三
〇

東
に
向
ふ
。
吾
々
ば
一
米
人
ε
同
車
し
、
話
し
つ
㌧
行
く
。
窓
の
外
に
一
癒
に
砂

漠
み
ナ
P
い
な
見
尽
色
ば
か
り
。
か
績
く
。

　
…
明
同
H
ト
ー
ト
サ
へ
行
く
積
り
の
糞
め
、
今
夕
九
時
か
†
ソ
ウ
ス
で
下
戸
ヴ
、
ホ
テ
ル
。

デ
臥
ロ
ン
ド
〃
幽
い
ふ
田
舎
宿
に
ビ
ま
る
。

十
月
十
目
（
金
）

　
ト
ー
ト
サ
行
き
の
直
行
列
車
な
捕
へ
う
れ
め
、
今
日
ば
朝
八
噂
、
レ
ウ
ス
の
北

停
車
場
か
ら
地
方
車
．
あ
っ
て
タ
ラ
ゴ
ナ
に
行
く
。
始
め
て
ス
ペ
イ
ン
の
三
等
車

に
乗
詰
が
、
豚
篇
同
然
で
氣
持
の
わ
る
い
こ
ぜ
”
　

晧
問
の
都
合
で
、
タ
ラ
ゴ
ナ
に
二
降
嫁
程
の
飴
裕
が
出
干
た
も
の
だ
か
ら
、
市

街
か
散
歩
し
糞
。
飾
り
氣
の
無
い
田
舎
ま
ち
で
、
可
な
り
面
自
か
つ
☆
が
、
二
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
れ
ん

の
店
先
き
に
日
本
製
の
咬
簾
が
使
用
さ
れ
て
る
る
に
ば
、
む
し
ろ
、
驚
い
雲
。

＋
一
時
タ
ラ
ゴ
ナ
渡
。
雨
行
、
左
窓
に
始
め
て
の
地
中
海
た
見
ろ
。
サ
切
ウ
罷

で
ロ
ー
デ
師
が
乗
り
込
ま
れ
て
大
に
元
町
つ
い
索
。
今
行
く
先
き
の
天
丈
墓
の
墓

．
畏
に
、
か
う
し
て
同
行
し
て
貰
ふ
こ
定
ほ
こ
心
確
か
な
事
に
無
い
一
1
午
後
一
時

い
よ
ー
ト
ー
ト
サ
に
着
者
、
案
内
さ
れ
、
る
が
ま
」
に
ホ
テ
ル
・
シ
ボ
ニ
に
入
ろ
Q

画
定
の
如
く
、
午
後
二
時
に
、
マ
ド
リ
ド
か
ら
ゾ
レ
ン
シ
ア
た
ま
匡
っ
て
來
六

代
員
距
ち
の
一
團
が
當
地
に
着
。
や
匡
り
客
定
な
っ
て
同
じ
ホ
テ
ル
の
荒
々
に
入

ら
れ
れ
。
三
時
牛
か
ら
に
此
等
の
自
誓
客
團
が
七
台
の
自
働
車
に
分
乗
し
て
、
魔

く
も
な
い
此
の
ま
ち
の
所
々
た
見
物
し
ま
匡
ろ
。
先
づ
カ
テ
ド
ラ
ル
、
後
に
郊

外
山
手
の
エ
プ
・
天
丈
壷
か
訪
ふ
。
天
丈
量
ば
エ
ス
イ
ト
乱
れ
ち
の
計
螢
で
、
・

－
デ
師
が
面
長
、
一
九
一
〇
年
に
創
立
し
糞
ビ
言
ふ
か
ら
、
色
ん
な
設
備
も
薪
式

で
、
可
な
り
財
力
も
あ
る
ら
し
く
、
器
械
に
し
て
も
圏
書
に
し
て
も
案
外
見
事
で

あ
ろ
。
純
天
丈
の
方
断
ぐ
」
し
て
ば
四
吋
の
子
午
環
、
六
吋
の
爲
眞
用
望
遠
鏡
、
そ

れ
か
ら
ハ
イ
カ
ラ
な
分
光
太
陽
爲
置
儀
が
あ
っ
て
、
地
磁
氣
、
地
震
、
氣
象
な
ご

の
方
面
オ
前
壷
し
？
、
ナ
陽
活
動
の
醗
究
が
雌
所
の
特
色
で
あ
る
か
ら
、
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
て

に
ば
辣
に
興
味
深
か
つ
れ
。
一
⊥
量
内
を
巡
し
て
後
、
圖
書
室
で
テ
〆
の
饗
な

し
あ
り
。
寮
長
の
撒
迎
謙
．
（
ス
ペ
イ
ン
語
）
に
つ
い
で
、
伊
、
チ
エ
コ
、
佛
、
英
等

の
各
國
代
員
が
其
れ
～
ず
の
点
語
で
謝
醇
な
蓮
べ
れ
。
自
分
匡
日
本
語
で
、
や
ば

り
、
一
場
の
僻
毎
述
べ
、
更
に
其
れ
鳶
貞
ら
英
語
に
睾
し
六
が
、
喝
釆
さ
れ
六
〇

　
八
時
に
＝
同
宿
へ
露
る
。
1
一
．
珍
ら
し
．
い
泊
り
客
な
の
で
、
ホ
テ
シ
の
門
前
匡

ン
イ
～
㌔
連
が
多
く
集
っ
て
來
で
、
、
夜
動
け
ま
で
騒
い
で
ゐ
索
Q


